
８
月

22～

23日
の
２
日
間
、

自
治
労
連
第

43回
定
期
大
会

が
フ
ル
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
代
議
員

２
９
５
人
含
む
４
４
２
人
が

参
加
。
愛
媛
か
ら
は
代
議
員
・

傍
聴
あ
わ
せ
９
単
組

18人
が

参
加
し
ま
し
た
。

愛
媛
か
ら
の
発
言
で
は
大

会
初
日
に
新
居
浜
市
職
労
・

越
智
代
議
員
（
写
真
左
）
が

「
市
互
助
会
の
再
共
済
と
し

て
自
治
労
連
の
組
織
共
済
が

職
場
に
定
着
し
て
い
る
。
給

付
活
動
を
通
じ
て
組
合
員
に

寄
り
添
い
対
話
す
る
な
か
で

単
組
要
求
活
動
に
も
寄
与
し

て
い
る
。
今
回
の
提
案
は
若

い
組
合
員
を
中
心
に
影
響
が

出
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
場
実
状
を
考
慮

し
見
直
し
の
再
考
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
と
組
織
共
済
の

改
定
が
及
ぼ
す
単
組
活
動
の

影
響
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
２
日
目
に
は
内
子

町
職
・
力
石
代
議
員
（
写
真

右
）
か
ら
「
県
下
で
最
も
低

い
初
任
給
の
改
善
に
向
け
当

局
と
交
渉
を
重
ね
た
。
町
財

政
が
厳
し
い
中
、
客
観
的
な

デ
ー
タ
や
単
組
学
習
を
重
ね

て
交
渉
力
を
高
め
、
初
任
給

改
善
と
在
職
者
調
整
の
実
施

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
青
プ
ロ

プ
レ
企
画
を
準
備
中
。
学
習

企
画
と
あ
わ
せ
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
や
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
な

ど
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
も
交
流
で
き

る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
。
プ
レ
企
画
自
体
も
当
初

の
開
催
時
期
を
変
更
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
だ
が
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
企

画
に
し
た
い
」
と
単
組
要
求

活
動
で
初
任
給
改
善
に
結
び

付
い
た
経
過
や
青
年
企
画
を

す
す
め
る
な
か
で
の
工
夫
や

苦
労
を
交
え
た
開
催
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

議
案
す
べ
て
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
労
連
青
年
部
は
８
月

15日
、
第

34回
定
期
大
会
を

開
催
し
全
国
か
ら
代
議
員

32

人
と
執
行
部
・
来
賓
が
参
加
。

愛
媛
は
３
単
組
３
人
が
参
加
。

運
動
方
針
で
は
、
青
年
部
活

動
の
活
性
化
、
青
年
部
活
動

が
見
え
る
と
り
く
み
を
行
い

仲
間
を
増
や
す
こ
と
を
基
調

に
「
青
プ
ロ
」
を
成
功
さ
せ

る
、
青
年
の
生
活
と
権
利
・

憲
法
・
平
和
守
る
、
組
織
強

化
拡
大
に
と
り
く
む
方
針
を

提
案
。
討
論
で
は
愛
媛
か
ら

力
石
・
県
青
年
部
幹
事
が

「
青
年
部
の
活
動
報
告
」
と

と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
る
具
体
的
な
方
針
強
化
を

求
め
ま
し
た
。
議
案
は
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
、
役
員
選

挙
で
伊
予
市
職
労
の
神
山
大

樹
さ
ん
（
写
真
）
を
新
青
年

部
長
に
選
出
。
神
山
さ
ん
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
危

機
的
な
状
況
も
あ

る
が
、
こ
れ
を
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
、

前
年
踏
襲
型
で
な

い
交
流
な
ど
活
動

し
て
い
き
た
い
。

こ
の
逆
境
を
全
国

の
青
年
部
の
仲
間

と
と
も
に
乗
り
越

え
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
大
会
を

終
え
ま
し
た
。

９
月
４
日
、
愛
媛
労
連
第

33回
定
期
大
会
が
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
で
開
催
さ
れ
、

65人
が
参

加
。
議
長
に
西
条
市
職
労
の

山
内
代
議
員
が
選
出
さ
れ
、

運
動
方
針
で
は
「
組
織
拡
大

の
強
化
」
「
職
場
を
基
礎
に

し
た
日
常
活
動
の
活
性
化
」

「
生
活
で
き
る
賃
金
、
実
質

賃
金
の
底
上
げ
実
現
」
「
憲

法
９
条
改
憲
阻
止
、
核
兵
器

廃
絶
な
ど
平
和
守
る
」
「
労

働
者
の
権
利
と
生
活
、
地
域

を
ま
も
り
、
政
治
の
民
主
的

転
換
を
求
め
る
」
な
ど
の
と

り
く
み
を
提
起
。
討
論
で
は
、

自
治
労
連
か
ら
今
治
市
職
・

佐
々
木
代
議
員
「
今
治
市
労

連
で
の
学
習
、
職
場
懇
談
会
、

残
業
実
態
調
査
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
日
常
活
動
か
ら
の
要

求
改
善
と
組
織
拡
大
の
と
り

く
み
」
、
伊
予
市
職
労
・
久

保
代
議
員
「
新
採
全
員
加
入

を
達
成
し
た
教
訓
、
組
合
加

入
幸
福
度
を
上
げ
る
た
め
の

市
職
労
の
活
動
」
、
県
本
部
・

石
井
代
議
員
「
組
織
拡
大
を

念
頭
に
、
一
体
と
な
っ
て
と

り
く
む
共
済
加
入
」
の
３
人

が
発
言
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
で
、
医
療
現
場
で
の

過
酷
な
実
態
や
困
難
な
中
で

も
工
夫
し
、
粘
り
強
い
活
動

を
す
す
め
る
こ
と
で
、
組
織

拡
大
や
賃
上
げ
な
ど
で
成
果

を
勝
ち
取
っ
て
い
る
な
ど
の

教
訓
的
と
り
く
み
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
経
過
報
告
と

運
動
方
針
、
決
算
予
算
、
新

役
員
が
承
認
さ
れ
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
今
年
度
も
奮
起

し
運
動
に
と
り
く
む
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

８
月

23日
、
愛
媛
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
の
本
審
が
行

わ
れ
、
今
年
度
の
愛
媛
の
最

低
賃
金
７
９
３
円
を

28円
引

き
上
げ
、

10月
１
日
よ
り
８

２
１
円
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

７
月

26日
の
第
３
回
本
審

で
は
、
愛
媛
労
連
の
今
井
議

長
と
自
治
労
連
県
本
部
の
堀

川
書
記
次
長
が
今
年
の
改
定

に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
い
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
懸
命
に
働
い

て
い
る
が
、
そ
の
非
正
規
労

働
者
率
の
高
さ
か
ら
最
低
賃

金
が
『
自
分
に
も
関
係
あ
る

賃
金
』
へ
と
変
化
し
て
お
り
、

現
在
の
最
低
賃
金
額
は
生
計

費
の
観
点
か
ら
見
て
も
低
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
給

換
算
で
は
最
低
賃
金
引
き
上

げ
も
影
響
し
て
く
る
。
地
域

間
格
差
が
人
口
流
出
を
助
長

し
て
お
り
、
格
差
是
正
へ
全

国
一
律
最
賃
制
が
必
要
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
を
」
な
ど
と

訴
え
ま
し
た
。
今
年
の
＋

28

円
の
決
定
で
も
、
憲
法

25条

「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」

を
保
障
す
る
時
給
１
５
０
０

円
に
は
ほ
ど
遠
く
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
多
く
の
非
正
規
労
働

者
の
要
求
に
応
え
、
地
域
間

格
差
を
解
消
さ
せ
る
に
は
、

早
期
に
全
国
一
律
制
と
最
賃

１
５
０
０
円
の
実
現
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

（１） 第５３６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ９月２０日

第 ５３６ 号

日 程

【９月】

18 県本部拡大執行委員会

県本部労働学校

青年部幹事会

19 県医労連定期大会（松山）

21 県人事委員会要請

25 全労連青年部定期大会

（web～26）

29 公務労組連絡会定期総会

（東京・web併用）

【10月】

１ 自治労連全国代表者会議

（web）

９ 県本部拡大執行委員会

県本部労働学校

15 自治労連共済実務研修会

（他16・30、web）

22 南予総支部代表者会議

27 今治市職定期大会

県市長会長要請（伊予市）

県本部市職評定期総会

28 県町村会長要請

（自治会館）

県本部町村評定期総会

30 女性部幹事会

【11月】

７ 県自治研集会（西条）



県
本
部
保
育
部
会
は
８
月

29日
、
幹
事
会
を
行
い
６
単

組
７
人
が
参
加
。
は
じ
め
に
、

８
月
３
～
５
日
「
自
治
体
保

育
担
当
課
要
請
」
を
報
告
。

要
請
行
動
参
加
者
か
ら
「
ど

の
自
治
体
も
保
育
士
確
保

（
正
規
も
非
正
規
）
に
苦
慮
。

応
募
が
少
な
く
、
一
般
試
験

と
は
別
に
経
験
者
枠
で
募
集

す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
」

「
担
当
課
と
懇
談
で
き
る
の

は
貴
重
な
機
会
で
、
職
場
の

状
況
を
伝
え
ら
れ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
県
本
部
定

期
大
会
や
本
部
大
会
の
報
告

と

21人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

学
習
。
続
い
て
「
県
子
育
て

支
援
課
要
請
」
「
『
県
自
治

研
㏌
西
条
』
の
保
育
分
科
会
」

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
「
県
子
育
て
支
援
課
要

請
」
は
来
年
２
月
に
行
う
こ

と
と
し
、
年
内
に
県
自
治
研

な
ど
で
、
保
育
士
の
声
を
集

め
県
へ
の
要
請
書
を
ま
と
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
女
性
部
は
８
月

28

日
幹
事
会
を
開
催
し
７
単
組

８
人
が
参
加
。
今
年
の
人
勧

や
本
部
女
性
部
大
会
報
告
・

秋
季
年
末
の
と
り
く
み
、

「
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
つ

ど
い
」
な
ど
平
和
の
と
り
く

み
の
報
告
に
続
い
て
単
組
の

活
動
や
職
場
の
状
況
に
つ
い

て
、
自
然
災
害
多
発
、
避
難

所
開
設
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
業

務
、
婦
人
部
年
代
別
懇
談
会

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
次
年
度

か
ら
の
女
性
部
活
動
の
あ
り

方
を
話
し
合
い
、
「
役
に
と

ら
わ
れ
ず
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
交

流
の
場
に
」
「
他
市
町
・
他

県
の
情
報
を
得
た
い
」
「
男

性
中
心
社
会
へ
の
不
満
・
悩

み
は
女
性
だ
け
の
場
な
ら
う

ち
あ
け
や
す
い
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

当
面
、
単
組
か
ら
１
人
幹
事

を
出
し
、
年
数
回
の
交
流
・

情
報
交
換
の
場
を
持
つ
部
会

に
す
る
案
の
も
と
次
回
へ
話

し
合
い
を
継
続
し
ま
す
。

中
予
総
支
部
は
８
月
７
日
、

定
期
総
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で

開
催
し
３
単
組
３
人
が
参
加
。

定
期
総
会
で
は
、
経
過
と
し

て
市
長
会
・
町
村
会
要
請
や

共
済
職
員
議
員
団
に
中
予
か

ら
２
人
が
当
選
（
立
候
補
３

人
）
し
た
こ
と
、
会
計
決
算

な
ど
を
報
告
。
活
動
方
針
と

し
て
自
治
労
連
定
期
大
会
や

中
央
行
動
な
ど
で
の
分
担
、

当
面
日
程
で
の
中
予
総
支
部

対
応
に
つ
い
て
相
談
・
確
認

し
ま
し
た
。
最
後
に
近
藤
総

支
部
長
（
東
温
市
職
）
な
ど

の
次
期
役
員
を
確
認
し
、
短

時
間
な
が
ら
の
総
会
を
開
催
、

必
要
に
応
じ
て
中
予
総
支
部

を
随
時
開
催
す
る
こ
と
も
確

認
し
ま
し
た
。

医
療
介
護
評
は
８
月

15日
、

幹
事
会
を
開
催
。
県
内
の
感

染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
で

開
催
会
場
が
閉
鎖
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
し
８
人
が
参
加
。
本

来
６
月
開
催
予
定
の
医
療
介

護
評
定
期
総
会
の
開
催
時
期

を
検
討
し
、

10月

23日
と
す

る
こ
と
を
確
認
、
そ
の
上
で

感
染
状
況
が
見
通
せ
な
い
こ

と
か
ら
実
開
催
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
併
用
開
催
で
準
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

11

月
７
日
開
催
予
定
の
県
自
治

研
集
会
で
の
医
療
分
科
会
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
意
見
を
求

め
た
と
こ
ろ
「
自
治
研
の
テ
ー

マ
で
も
あ
る
『
デ
ジ
タ
ル
化
』

と
い
え
ば
電
子
カ
ル
テ
の
問

題
が
思
い
浮
か
ぶ
」
と
の
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
改
善
点

や
問
題
点
な
ど
意
見
が
多
岐

に
わ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
課

題
を
整
理
し
、
自
治
研
で
の

分
科
会
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
８
月

25日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
８
人

が
参
加
。
活
動
報
告
に
続
い

て
、

21人
事
院
勧
告
の
内
容
、

公
務
員
の
賃
金
決
定
と
社
協

職
員
賃
金
と
の
関
係
な
ど
を

学
習
。
今
後
の
活
動
で
は
、

10月
下
旬
予
定
の
職
場
「
賃

金
学
習
会
」
実
施
に
向
け
、

昇
給
モ
デ
ル
や
休
暇
一
覧
な

ど
の
資
料
づ
く
り
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
次
第

で
見
直
し
・
延
期
は
あ
る
も

の
の
資
料
は
早
期
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
を
確
認
。
そ
の
他
、

ｗ
ｅ
ｂ
活
用
で
の
組
合
員
同

士
の
交
流
を
相
談
、
執
行
委

員
が
各
職
場
で
ｗ
ｅ
ｂ
交
流

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
組
合
員
と

意
見
交
換
す
る
こ
と
を
確
認
。

上
田
委
員
長
か
ら
「
自
分
た

ち
の
労
働
条
件
を
知
る
こ
と

が
大
事
。
知
っ
て
お
く
と
今

後
必
要
な
時
に
使
え
る
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
８
月

26日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
活
動
報
告
の
後
、

21人
勧
の
内
容
を
学
習
。
要

求
活
動
で
は
、
秋
年
末
に
向

け
、
職
場
懇
談
会
を
開
催
し
、

人
勧
学
習
と
合
わ
せ
て
職
場

の
生
の
声
を
集
め
、
秋
年
末

要
求
書
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
確
認
。
ま
た
継
続
課
題
と

な
っ
て
い
る
「
勤
務
時
間
の

適
正
把
握
」
「
人
事
考
課
制

度
の
見
直
し
」
「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
待
遇
改
善
」
に

つ
い
て
の
課
題
な
ど
、
職
場

状
況
を
出
し
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、

10月

27日
定
期
大

会
・
役
員
選
挙
に
向
け
て
の

準
備
に
つ
い
て
相
談
。
組
織

拡
大
で
は
、
未
加
入
者
へ
の

加
入
呼
び
か
け
や
残
業
訪
問

を
定
例
化
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
継
続
し
て
拡
大
に
と
り

く
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
つ
い
に
「
ま
ん
防
」
発
令
。

プ
ー
ル
も
使
用
中
止
、
図
書

館
も
借
り
る
の
と
返
却
の
み

で
、
私
の
影
響
で
（
？
）
図

書
館
が
大
好
き
な
娘
も
「
小

学
生
最
後
の
夏
が
～
」
と
嘆

い
て
お
り
ま
す
。
早
い
終
息

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
西
予
・
山
里
）

■
長
い
よ
う
で
短
い
夏
休
み

に
突
入
、
子
ど
も
を
鼓
舞
し

て
宿
題
を
見
る
毎
日
。
兄
に

看
過
さ
れ
た
の
か
、
弟
２
人

も
鉛
筆
を
持
ち
平
仮
名
の
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
母
と
し

て
は
嬉
し
い
け
ど
…
３
人
同

時
に
勉
強
を
教
え
る
の
は
難

し
く
葛
藤
の
毎
日
で
す
。
子

ど
も
達
と
成
長
で
き
る
夏
に

な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

（
伊
予
・
篠
原
）

■
４
月
に
大
学
に
行
っ
た
息

子
が
夏
休
み
に
帰
省
。
思
い

描
く
大
学
生
活
と
は
程
遠
く

か
わ
い
そ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

息
子
は
中
２
の
弟
が
大
き
く

な
っ
て
い
て
び
っ
く
り
。
夏

休
み
中
に
背
を
抜
か
れ
る
の

で
は
…
と
心
配
し
て
ま
し
た
。

ち
な
み
に
私
は
１
６
５
ｃ
ｍ

で
家
で
一
番
小
さ
く
な
り
嬉

し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な

…
。
早
く
日
常
生
活
が
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
西
条
・
宇
佐
美
）

■
子
ど
も
の
頃
、
下
敷
き
で

太
陽
を
見
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
今
は
目
を
痛
め
な
い
日

食
グ
ラ
ス
と
か
が
売
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。

（
西
条
・
山
内
）

■
今
年
初
め
て
ス
イ
カ
を
植

え
て
み
ま
し
た
。
上
手
く
育

ち
、
お
い
し
く
頂
い
て
い
ま

す
。
暑
い
日
の
水
分
補
給
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

（
今
治
・
池
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３６号

２０２１年 ９月２０日

■
５
３
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
カ
イ
キ
ニ
ッ
シ
ョ
ク
」

（
皆
既
日
食
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

仙
波
寛
昌
(
新
居
浜
社
協
)

山
内
真
由
美
（
西

条
）

池
田
圭
美
（
今

治
）

篠
原
紀
代
（
伊

予
）

宇
佐
美
知
恵
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
３
８
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①中華料理で使われる半球形の取っ手の

ついた鍋

④つぶの入った。○○○○マスタード

⑦その時その時。くもり○○○○雨

⑧○○○○⇔座礼

⑨多くの人や物がすきまなく入っている。

○○○○状態

【タテのカギ】

①世界を代表する喜劇俳優。

チャールズ・○○○○○○

②（英語）外食などで接客を担当する従業員

③Twitterなどで。今「○○」過去「わず」

⑤あしたのジョーのライバル。○○○○徹

⑥郵便。一般・現金・簡易○○○○の３種類

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
８

文
字
で

、

あ
る
愛
媛
県

立
施
設

に
し
て
下

さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


